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６ 右の図のような，1 辺の長さが 6cm の

立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあり，2 辺

ＡＢ，ＡＤのまん中の点をそれぞれＭ，Ｎ

とします。また，点ＰはＣを出発し，毎秒

3cm の速さで立方体の辺上をＣ→Ｇ→Ｆの

順に動きます。ここで，3 点Ｍ，Ｎ，Ｐを

通る平面でこの立方体を切断したとき，

頂点Ａを含む立体を立体Ｉとします。

このとき，次の問いに答えなさい。

(1) 点Ｐが出発してから 4 秒後の立体Ｉの

体積を求めなさい。

(2) 点Ｐが出発してから 3 秒後の立体Ｉの

体積を求めなさい。

(3) 点Ｐが出発してから 2 秒後の立体Ｉの体積を求めなさい。答えだけでなく，途中

の計算や考え方も書きなさい。
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(1) 4 秒後，点Ｐは 3 × 4 ＝ 12cm 進むので，

Ｃ→Ｇ→Ｆの経路を 12 ÷ 6 ＝ 2 辺進む。

よって，Ｐ＝Ｆ。

このとき，右図のように，ＦＭの延長とＥＡの

延長の交点を点Ｏとすると，ＭＡ＝ＭＢより，

△ＭＢＦと△ＭＡＯは合同となるので，

ＭＡ＝ 6 ÷ 2 ＝ 3cm，ＯＡ＝ＢＦ＝ 6cm より，

ＯＥ＝ 6 × 2 ＝ 12cm。また，ＡＮ＝ 6 ÷ 2 ＝ 3cm
なので，立体Ｉの体積は

(6 × 6 ÷ 2)× 12 × －(3 × 3 ÷ 2)× 6 ×

＝ 72 － 9 ＝ 63cm ３ です。

(2) 3 秒後，点Ｐは 3 × 3 ＝ 9cm 進むので，

Ｃ→Ｇ→Ｆの経路を 9 ÷ 6 ＝ 1.5 辺進む。

よって，点Ｐは辺ＦＧのまん中の点。

まず，ＮＭの延長とＢＣの延長の交点Ｔ

をとり，ＴをＰを結び，辺ＢＦとの交点

点Ｓとすると点Ｓは辺ＢＦのまん中の点。

よって，切断面はＮ，Ｍ，Ｓ，Ｐを通る。

平行な面の切り口の線は平行になることに

注意すると，切り口は右図の正六角形

ＮＭＳＰＱＲとなる。このとき，切断された

2 つの立体は合同になるので，立体Ｉの体積

は，(6 × 6 × 6)÷ 2 ＝ 108cm ３ となる。

(3) 2 秒後，点Ｐは 3 × 2 ＝ 6cm 進むので，

点Ｐは点Ｇの位置にくる。

右図で，△ＭＴＢと△ＭＮＡは合同

なので，ＭＢ＝ＴＢ＝ 3cm。

また，ＴＧとＢＦの交点を点Ｕとすると，

△ＢＴＵと△ＦＧＵは相似で，相似比は

ＢＴ：ＦＧ＝ 3：6 ＝ 1：2 なので，

ＢＵ：ＵＦ＝ 1：2。よって，

ＢＵ＝ 6 × ＝ 6 × ＝ 2cm。

また，右図で，ＴＣ＝ＶＣ＝ 6 ＋ 3 ＝ 9cm なので，

切断後，点Ａを含まない方の立体の体積は

(三角すいＧ－ＴＣＶの体積)－(三角すいＴ－ＭＢＵの体積)× 2
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＝(9 × 9 ÷ 2)× 6 × －(3 × 2 ÷ 2)× 3 × × 2

＝ 81 － 6 ＝ 75cm ３ 。

よって，点Ａを含む方の立体Ｉの体積は 6 × 6 × 6 － 75 ＝ 216 － 75 ＝ 141cm ３ です。
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